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平成28年熊本地震におけるNICTの主な取組

（１）DISAANA(ディサーナ) - 対災害SNS情報分析システム
熊本・大分地域における被害状況や不足物資等に関するツイッターの内容を分析することができるDISAANA（対災害SNS情報分析システム）を無料

公開しています。なお、DISAANAが処理するツイートは、全ての日本語ツイート（4月22日 15:00以降。それまでは全体の10％程度）です。また、検索結
果は機械的な処理によって抽出されたものであり、その内容の正確性や真実性を保証しているものではありません。
http://disaana.jp

（２）航空機搭載合成開口レーダPi-SAR2による観測
熊本・大分地域における地表の変化状況（斜面の崩落等）の観測を実施致しました。観測により得られた画像の一部は、観測中から被災地の画像の

速報として関係機関に送付しました。次のＮＩＣＴのＨＰにて、速報版のほか観測データ処理が終了したものから順次詳細画像を掲載しています。
http://www.nict.go.jp/info/topics/2016/04/160417-2.html

（３）VoiceTra(ボイストラ) - 多言語音声翻訳アプリ
被災地にいらっしゃる外国人の方との間のコミュニケーション手段として、多言語音声翻訳アプリ“VoiceTra”（ボイストラ）の翻訳機能が無料でご利用

可能です。VoiceTraをご利用頂くためには、以下のウェブをご参照いただき、お手持ちのスマホにダウンロード頂くことが必要です。
http://voicetra.nict.go.jp/

（４）聴障者とのコミュニケーション支援アプリ「こえとら」
NICTの研究開発成果である音声認識技術や音声合成技術を活用することにより、聴障者の方々とのスムーズなコミュニケーションを支援するスマー

トフォンアプリです。事前にインストールしておけば、インターネット環境がないところでも利用可能であり、耳の不自由な被災者の方とのコミュニケーショ
ン手段として無料でご利用可能です。
※「こえとら」は株式会社フィートが提供し、電気通信分野における障がい者支援を目的として、株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバンク株式

会社、東日本電信電話株式会社、西日本電信電話株式会社の協賛により、無償でサーバー側の運用保守が行われています。
http://www.koetra.jp/index.html

（５）窓口での対応などで便利な聴障者とのコミュニケーション支援アプリ「SpeechCanvas」
聴障者と健聴者との会話を、NICTの音声認識技術を使って強力にサポートする、無料のタブレット端末用アプリです。話した言葉が次々と画面上で

文字になり、画面を指でなぞれば絵や字がかけます。事前にインストールしておけばインターネットがつながらなくても音声認識してくれるので、ネット
ワーク環境が不安定な被災地等でも安心して利用可能です。
http://speechcanvas.nict.go.jp/
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（１） ＮＩＣＴ「対災害ＳＮＳ情報分析システム」（ＤＩＳＡＡＮＡ）によるＳＮＳ情報の提供

• ＮＩＣＴは、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）のTwitterに投稿された災害情報を自動的に分析し、「熊本県
で何が不足していますか？」等の質問に対する投稿内容を自動集約して表示するシステムを開発。

• ４月１５日（金）１５時からＮＩＣＴのホームページにもリンクを設置、被害に関する項目の検索結果を提供。
（サイトのアドレスは右記のとおり。 http://www.nict.go.jp/info/topics/2016/04/160417-1.html）

熊本県の食糧不足に関する検索結果例
（投稿内容を自動的に集約して順番に表示）

• 4月22日 15:00以降の全ての日本語ツイートを対象として検索可能（それ以前は全体の１０％のみ。）。
また、検索結果は機械的な処理によって抽出されたものであり、その内容の正確性や真実性が保証されるものではない。

クリックすると関連するツイートが表示

4月18日(月)10時現在

関連するツイート

（注）ＮＩＣＴ： 国立研究開発法人 情報通信研究機構
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検索結果を地図上に表示させた場合
（医療・飲料・食料に関するつぶやきのみを表示させた場合）

熊本県に関する
問題の一覧表示

Twitterの投稿内容（例）

※ ツイッターの内容に地名が書かれている場合、自動的に地図上で表示

地図上のポイントをクリックすると関連するツイートが表示

・
・
・
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（２）航空機搭載合成開口レーダＰｉーＳＡＲ２による観測

紫の長方形が観測領域。1から8の8つのシーンをホームページに掲載中
（この図は国土地理院の電子国土Webを利用して作成しています）

 4月17日（日）午前８時過ぎから10時頃まで、熊本県から大分県にかけての状況把握のため航空機
SAR（Pi-SAR2）による観測を実施。機上で処理した画像を内閣府（防災担当）、熊本県、大分県
に提供。

 4月17日（日）午後９時、NICTウェブサイトにおいて詳細な画像データを一部公開。観測データの
処理に合わせ、当該サイトを随時更新。
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Pi-SAR2観測データの説明
（画像データ公開システムX-MAPでこのように見ることができます）
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Pi-SAR2観測データの説明
（X-MAPで阿蘇大橋近辺を拡大した図）
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